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調査概要

対象エリア 全国

調査方法 インターネット調査

調査対象者

•売上規模100億円以上の製造業従事者

•技術系(素材, 食品, メディカル, 電気, 電子, 機械) / 製造(工場など生産現場従事者)職種

•流量計導入の選定関与者

調査対象者数
【本調査】：300人
【割付】 ：蒸気用流量計導入／未導入 各150人

調査期間 2020年3月6日～３月9日

産業部門では、更なる省エネを実現するためには、熱エネルギーの省エネが重要になると考えられてい
る。そこで、当社は製造業における熱エネルギーの省エネニーズと省エネに貢献できる商品の一つであ
る蒸気用超音波流量計の導入実態を調査した。
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1. 熱エネルギーの省エネに対する課題
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熱エネルギーの省エネに対する課題認識
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蒸気用流量計を導入している層は未導入層に比べ、熱エネルギーに対する課題意識が高い。

中でも「廃熱の回収・再利用」は約60%が課題としており、未導入層との差が大きい。

超音波式導入層では更に「廃熱の回収・再利用」を課題とする層が多い。

また、「設備／製品に応じた適正加熱」や「蒸気バルブ／配管／接続部の保温」を課題とする層が全体平均よりも15%以上

多く、温度管理を重視する様子が伺える。超音波式を導入していない層では「設備／製品に応じた適正加熱」への関心が低い。
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2. 蒸気の「見える化」の実施状況
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蒸気の「見える化」実施状況
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 蒸気用流量計を導入している層では、蒸気の「見える化」実施率が60%を占める。「検討中」を含めると90%を超える。

 クランプオン式への興味が高い層において、蒸気の「見える化」の実施・検討率が高い。
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「見える化」を実施・検討する目的
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 「見える化」の実施目的は、「省エネ」が約80%、「設備管理・品質管理」が約70%であり、どちらも目的とされている。

 超音波式を導入している層では、「設備管理・品質管理」を目的とする層が約80%と多い。
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3. 蒸気流量計の導入状況
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蒸気用流量計の導入状況

9

 売上100億円以上の製造業の内、工場内での「蒸気」の使用率は46.2%。
 そのうちの53.9%が蒸気用流量計を導入している。
 最も多いタイプは差圧式で、導入者の71.8%を占める。超音波式の導入率は41.0%である。

渦式

超音波式
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蒸気用流量計の導入状況
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 導入の主な目的は、「熱の省エネ・コスト削減」だけでなく、
「監視による生産設備の安定化」「監視による事故防止」「製品の品質の安定化」など多岐にわたる。

 導入企業の業種は多様で、「化学工業」「輸送用機械器具」「食料品」をはじめ、様々な業種に導入されている。
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蒸気用流量計の導入状況
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 導入している企業における「熱の省エネ・コスト削減」に対する満足度は61.6％。不満とする割合は10.9％。
 蒸気用流量計の中でも、超音波式を導入している層において満足度が高い様子が伺える。
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蒸気用流量計の導入状況

12

 蒸気の「見える化」への関心は高く、蒸気用流量計を導入していない層においても約30%が実施、約40%が検討中である。
 蒸気用流量計を導入している層では、「見える化」の実施率が60%と高く、蒸気用流量計を導入することで「見える化」へ

の取り組みが推進されている様子が伺える。

※「見える化」とは、エネルギーの使用状況を明確化し、いつ・どこで使用されているかや無駄を把握することです。
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蒸気用流量計の導入状況
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 配管の外側に取り付ける、配管を切る必要がないクランプオン式の蒸気用流量計に対する興味度は、
蒸気用流量計未導入層においては約70%が、導入済み層においては約80%が興味を持っている。

※クランプオンとは配管の外側に取り付ける方式。配管を切る必要がありません。クランプオン式の蒸気用流量計への興味度

蒸気用流量計未導入層
n=150

蒸気用流量計導入済み層
n=150
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蒸気用流量計を導入した目的
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利用している蒸気用流量計の満足度
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 超音波式の蒸気用流量計を導入している層では、「熱の省エネ・コスト削減」や「流量の「見える化」」「導入コスト」に

ついて満足度が高い。

 クランプオン式にとても興味を持つ層では、「監視による事故防止」「監視による生産設備の安定化」「製品の品質の安定
化」「導入コスト」への満足度が高い。




